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　食品中の黄色ブドウ球菌検査において，食品衛生検査指
針では卵黄加マンニット食塩培地（MSEY）やベアード・
パーカー培地（BP）を用いた検査法が記載されているが，
日本ではMSEYが使用されることが多い1）．　MSEYは黄色
ブドウ球菌の7。5％NaC1存在下での発育，マンニット分解
性，卵黄反応陽性等の性状を利用した分離培地で，特徴的
な集落の形成により識別がしゃすい反面，損傷菌に対する
発育抑制が知られている2），一方，海外で広く使用されて
いるBPは損傷菌の発育を抑制しないことから，菌数測定
に適しているとの報告もある1）．また，近年，クロモァが一
社のクロモアガー・スタッフアウレウス培地（CSA）や日
水製薬（株）のX－SA培地（X－SA）等の酵素基質系培地も
開発・販売されている．これらの酵素基質系培地は24時間
の培養で判定でき，卵黄反応陰性株も検出しやすい等の利
点がある．
　現在，食品の黄色ブドウ球菌検査法に関しては，国立医
薬品食品衛生研究所内に設置された食品からの微生物検査
標準法検討委員会で標準法が協議されている．この委員会
では，国内での使用実績のあるMSEYと国際的な整合性
を図るためにBPが分離平板として採用される見込みであ
る．今回，これらMSEY，　BPに酵素基質系培地のCSA
とX－SAを加えた4種類の培地に対して，野生株の引数測
定，ナチュラルチーズの定性試験・菌数測定における性能
比較を行ったので報告する．
材料及び方法
熱性ヌクレアーゼ遺伝子検査3＞，マンニット分解試験，
MSEY培地上での卵黄反応試験を行い菌種を同定した．非
典型的な株に関しては，グラム染色，カタラーゼ試験，VP
試験，クランピングファクター試験を追加し，同定した．
2．野生株による試験
　野生株をトリプトソイブイヨンで37℃，24時聞培養した．
この培養液を滅菌生理食塩水で適宜希釈したものを試験液
とし，その0．1mLをトリプトソイ寒天培地（TSA），　X－SA，
CSA，　BP，　MSEYにそれぞれ2枚ずつ塗沫した．　TSA，
X－SA，　CSAは24時聞後に，それ以外は48時間後に菌数を
測定し，TSAで測定した菌数と各培地で測定した菌数の
比を求めた．これを，16株に対してそれぞれ3回繰り返し
行い，その平均値を求めた。
表1　使用した黄色ブドウ球菌（野生株）一覧
No．　由来　　　　　　　（5θα．5ε∫）
5ε遺伝子　マンニット　　　　卵黄反応　　備考分解性
1．使用菌株
　由来や性状の異なる野生株16株（表1）及びEasy　QA
Ba11（cfu　10，000，　B782，日水製薬（株））を試験に用いた．
野生株はコアグラーゼ試験，DNase試験，　PCRによる耐
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図1　野生株の各培地での菌数
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図2　Easy　QA　Ballの各培地での菌数
表2　チーズの黄色ブドウ球菌検出率 表3　培地ごとの黄色ブドウ球菌検出率
検体数 陽性数 ％ 培　地 検宰領 陽性数 ％
平成18年度
平成19年度
144
130
20
14
13．9
10．8
合　計 274 34 12．4
X－SA
CSA
MSAY
BP
274
274
274
274
29
26
28
26
10．6
9．5
10．2
9．5
3．Easy　QA　Ballによる試験
　Easy　QA　Ballを10　mしの滅菌生理食塩水で溶解し，試
験液とした．この試験液に対し，野生株と同様にX－SA，
CSA，　BP，　MSEYによる菌数測定を行った．ただし，各
培地は1回の試験に5枚ずつ使用した．これを2回繰り返
し，その平均値を求めた．
4．ナチュラルチーズに対する定性試験
　北海道産ナチュラルチーズを平成18年度に144検体，平
成19年度に130検体採取した．それぞれ25gずつ量り取り，
225mしの7．5％NaClトリプトソイブロスを加え，30秒間
ストマッキングした後，37。Cで24時間培養した．増菌液を
X－SA，　CSA，　BP，　MSEYで分離培養し，疑わしい集落
を各平板当たり1～4個釣菌し，コアグラーゼ試験，PCR
による耐熱性ヌクレアーゼ遺伝子検査，DNase試験，卵
黄反応，マンニット分解試験を行い同定した．
5．ナチュラルチーズに対する菌数測定
　定性試験で黄色ブドウ球菌陽性となったナチュラルチー
ズのうち12検体をそれぞれ10gずつ量り取り，90血しの滅
菌0，1％ペプトン加生理食塩水を加え，30秒間ストマッキン
グし，試験液とした．X－SA，　CSA，　BP，　MSEY各2枚
ずつに試験液0．1mLを塗沫し，黄色ブドウ球菌の菌数測定
を行った．
結 果
　由来や性状の異なる黄色ブドウ球菌野生株16株の各試験
液を各培地に塗沫した．卵黄反応陰性株のNo．10はMSEY，
BPで，マンニット非分解株のNo．12はX－SA，　MSEYで，
卵黄反応陰性でマンニット非分懸盤のNo．11はX－SA，
MSEY，　BPで典型的な集落を形成しなかった．さらに，
No．16はX－SA以外の培地では典型的な集落を形成したが，
X－SAでは発育が抑制され，24時間培養では培地色を示す
微細な集落しか確認できなかった．しかし，いずれの培地
でも菌の発育が確認されたため，回数測定を行った．
　野生株16株に対してそれぞれ3回行った菌数測定では，
4種類の培地（X－SA，　CSA，　BP，　MSEY）による菌数に
有意な差は認められなかった（図1）．また，Easy　QA
Ba11に対して行った函数測定では，　MSEYで虚数が若千
少なくなる傾向にあったが，野生株同様に4種類の培地に
よる明らかな差は認められなかった（図2）．
　次に，チーズの黄色ブドウ球菌検査を行った．黄色ブド
ウ球菌が検出されたチーズは平成18年度に20検体（13．9％），
平成19年度に14検体（10．8％）の計34検体（124％）であっ
た（表2）．34検体すべてから黄色ブドウ球菌を検出でき
た培地はなく，X－SAでは29検体（10．6％），　MSEYでは28
検体（10．2％），CSAとBPでは26検体（9．5％）から黄色
ブドウ球菌が検出された（表3）．陽性となった34検体か
ら181株を分離したが，いずれも卵黄反応陽性，マンニッ
ト分解，コアグラーゼ陽性，DNase陽性と典型的な黄色
ブドウ球菌であった．
　黄色ブドウ球菌陽性となったチーズのうち12検体に対し
て，黄色ブドウ球菌数の測定を行った（図3）．このうち10
検体は，いずれの培地でも，1平板当たり0～1．5個
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図3　チーズの各培地での菌数
（＜50～150個口u／g）しか黄色ブドウ球菌が検出されなかっ
た．残り2検体のうち1検体（H19－101）は，　BP以外で
黄色ブドウ球菌が検出されず（＜50cfu／g），　BPで1平板
当たり13．5個（1，350cfu／g）検出された．もう1検体（H19－
116）は，すべての培地で黄色ブドウ球菌が検出され，そ
の菌数は培地ごとに大きく異なり，最：も少ないMSEYで
2，000cfu／g，最も多いBPで45，650　cfu／gと測定された．
考 察
　由来や性状の異なる黄色ブドウ球菌野生株やEasy　QA
Ba11を用いて，4種類の培地の性能比較を行ったところ，
菌数測定に関してはいずれの培地でも差が認められなかっ
た．しかし，菌株によっては特定の培地で非典型的集落を
形成することが確認された．これらのことが，実際の食品
を対象とした定性試験や菌数測定にどのように反映される
かを評価するために，これらの培地を用いて平成18～19年
度にチーズの黄色ブドウ球菌検査を行った．
　平成14～16年度に行ったチーズの黄色ブドウ球菌調査で
は，分離培地にMSEYを使用し，卵黄反応陽性株だけを
分離・同定したが，そのときの検出率は3．6～9．2％であっ
た4）．一方，反舞獣の生乳・バルク乳からは卵黄反応陰性
株が多く分離される5｝．このような菌株がチーズに混入し
ていた場合，MSEYでは検出できない可能性がある．分離
培地を4種類に増やした今回の調査では，黄色ブドウ球菌
の検出率が13．9％（平成18年度），10．8％（平成19年度）と
なり，平成14～16年度の結果と比較して若干高くなった．
しかし，いずれの培地からも卵黄反応陰性株は分離されず，
これらの株がチーズへ混入する可能性は低いことが分かっ
た．むしろ，いずれの培地でも偽陰性と判定されたチーズ
が複数あったことから，複数の培地の使用が検出率向上に
繋がったと考えられる．
　チーズに黄色ブドウ球菌が付着していてもその菌数は比
較的少ない4）．今回，12検体について直接塗沫による菌数
測定を試みたが，このうち10検体はいずれの培地でも1平
板当たり1．5個以下の集落しか確認できなかった．このため，
チーズの菌数測定に適した培地の十分なデータは収集でき
なかった．残りの2検体のチーズの結果に限れば，純培養
した野生株やEasy　QA　Balの一閃測定と異なり，培地ご
とに菌数の差が認められた．BPによる菌数が最も多くなっ
た一方で，MSEYでは黄色ブドウ球菌以外の集落が多数認
められ，典型的な集落がほとんど確認できなかった．今後
の継続的な調査は必要であるが，チーズの菌数測定に
MSEYは向かない可能性がある．
　MSEYやBPでは，卵黄反応の有無に関わらず疑わしい
集落について，分離して生化学性状を調べることが必要と
されている．しかし，卵黄反応を分離時の指標から外すと，
疑わしい集落数が大幅に増えることが予想される．卵黄反
応陰性株も含めて検出するためには，卵黄反応を指標とせ
ず，培養時問が24時間と短い酵素基質系培地が有利と考え
られる．しかし，No．16株のようにMSEYやBPでは問題
なく発育するが，X－SAでは強く抑制される株があること
が明らかとなった．これらのことから，黄色ブドウ球菌の
検査には複数の培地を用いるか，検査目的に合致した培地
を選択することが，検査精度を上げるために重要と考えら
れる．今後，チーズ以外の食品を使用した培地の比較検討
が必要である．
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